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朝顔の観察６～朝顔の色と形を変えるには～ 
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１ 観察の動機 

 本観察は、小学１年生からの継続観察である。小学３年生（2018年）の時に、九州大学のホームページを見

て、朝顔の花を交配させると様々な色や形の花が咲くことを知った。2018年から交配を始め、様々な色や形の

花を咲かせてきた。（現在も継続中）小学４年生（2019年）では、交配以外の花の色を変化させる方法を探っ

た。１つ目は、花びらに直接、アルカリ性や酸性の溶液をかけて、花の色の変化を調べた。色を変化させるこ

とができたが、花びらを傷めてしまった。花びらを傷めてまで、花の色を変化させたくないのでやめた。２つ

目は、花が咲く前日につぼみをとり、絵の具で作った色水につけてみた。色の変化がなかった。３つ目は、種

を漂白剤の原液に浸し、その種を育てた。なぜか濃い紫色の花のみ色が抜けた。（現在も継続中）小学５年生

（2020年）では、アルカリ性と酸性の土壌を作り、違いを調べた。酸性度をうまく調節できなかったため、大

きな変化が見られなかったが、微妙に色が変化することが分かった。（現在も継続中） 

 これらの観察過程で、自分が作りたい色や

形の朝顔（黄色と水色の朝顔）を作ることが

できるのではないかと考えた。そこで、今年

（2021年）は、①交配、②種を漂白剤につけ

る、③酸性、アルカリ性の土壌で育てること

の３つについて調べ、決まりを見つけて自分

が作りたい朝顔づくりに生かしたいと考え

た。 

 

２ 観察１ 朝顔の花を交配すると、どんな

色、模様、形の花が咲くのか。（2018.7～） 

（１）目的 

  朝顔を交配して、どのような色、模様、形の花が咲くのかを調べる。様々な交配のパターンを調べた結果

から「私の考える色、模様、形のきまり」について考える。その際には、メンデルの法則も参考にする。こ

れらのきまりを生かして、来年度から取り組む「私の理想の朝顔づくり」に役立てることを目的としたい。 

（２）方法 

  ① 夕方につぼみに切り目を入れて、おしべ 

の先端（花粉ができる部分）を取り除き 

めしべだけにする。ビニールタイで印を 

つけておく。 

  ② 次の日の朝、別の朝顔からとったおしべ 

の花粉をめしべの柱頭につける。 

  ③ ビニールタイに名札をつける。名札に 

は、交配した日付とめしべとおしべの花の 

種類を書く。 

 
外側（覆輪）が黄色 

花びらが水色 

内側（花筒）が黄色 

私が咲かせてみたい朝顔 



  ④ できた種を育てて花の様子を調べる。（２代目） 

  ⑤ さらにその２代目の花からとれた種（３代目）を育 

てて、花の様子を調べる。 

  ⑥ ４代目～６代目まで繰り返していく。 

  ＊メンデルの法則では、３：１の割合で優性と劣性の色が 

  出ると分かっているため、４つの種をまきたかったが 

 植木鉢を置くスペースの関係上、３つが限界だったため 

３つの種をまいて育てた。２代目は、種の数が少なく、１ 

つしか育たたないものもあった。 

（３）観察１―１ ２～６代目の花の色、模様、形はどのような傾向があるのか。 

色の組み合わせを表にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜２代目＞ ① 約６割がめしべとおしべの色の混色になった。 

       ② 濃い紫色が優性だと思われる。ピンクは、優性だったり、混色になったりしてい 

るので、データ数を増やして検証したい。 

 ＜３代目＞ ① 濃い紫色の花と交配した花は、かなりの確率で濃い紫色になる。 

       ② ２代目よりもめしべとおしべの混色になる確率が低い。 

 ＜４代目＞ ① 濃い色の方が、咲く組み合わせが多かった。 

       ② 赤紫色と交配すると、赤紫色になることが多かった。 

       ③ 薄紫色の花と交配すると、うす紫色の影響が残らないようだ。 

 ＜５代目＞ ① めしべの色になったものが多い。 

       ② 薄紫色どうしの交配では、薄紫色になった。 

       ③ 赤紫色と交配すると、赤紫色になることが多い。 

 ＜６代目＞ データ数が少ないため不確かだが、３代目から色が変わらない。 

  

次に、模様の組み合わせを表にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

赤花 AA 

赤花 AA 

赤花 Aa 

赤花 Aa 赤花 Aa 

赤花 Aa 
白花 aa 

白花 aa 

1代目（親） 

２代目（子） 

３代目（孫） 

優性の性質（赤色）があ

らわれて赤花になる。 

赤花と白花が３：１の割合で出る。 

メンデルの法則 



＜２代目＞ ① 覆輪や爪覆輪の模様の交配は、その模様が消えることがない。 

      ② 模様なしと模様有の交配では、模様が出る。 

      ③ 模様なし同士の交配では、模様が出ることがない。 

＜３代目＞ ① 爪覆輪、覆輪の模様になる組み合わせが多い。 

      ② 模様なしと交配すると、模様なしになるものが半数以上ある。 

＜４代目＞ ① 模様の種類が、模様なし、覆輪、爪覆輪、車絞の４種類に限られてきた。 

      ② １つの組み合わせから、数種類の模様が出た。 

      ③ 爪覆輪が入っている組み合わせは、模様なしになることは少ない。 

＜５代目＞ ① データ数は少ないが、覆輪がたくさん咲いた。 

      ② 爪覆輪同士の交配では、車絞が出た。 

＜６代目＞ ① ３代目から同じ覆輪が出るものが多かった。 

      ② 少数だが、車絞も出た。 

 

最後に形の組み合わせを表にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜２代目＞ ① 丸咲との組み合わせは、丸咲になりやすい。 

      ② 桔梗咲と丸咲の組み合わせでは、どちらの形も出る。 

      ③ 多様咲と丸咲の組み合わせでは、多様咲きが出る。 

＜３代目＞ ① 丸咲と交配すると、丸咲になることが多い。 

      ② 丸咲どうしでは、丸咲になる。 

      ③ 星咲と丸咲の交配では、丸咲になる。 

      ④ 桔梗咲と丸咲の交配では、丸咲が多数だが、桔梗咲も出る。 

＜４代目＞ ① 桔梗咲と丸咲の組み合わせでは、４種類の形が出た。 

      ② 丸咲が入っている組み合わせは、桔梗咲きが入っていなければ、丸咲になる。 

＜５代目＞ ① 全てが丸咲になった。ただし、どの組み合わせも丸咲どうしである。 

＜６代目＞ ① 全てが丸咲になった。ただし、どの組み合わせも丸咲どうしである。 

 

（４）観察１-２ 交配に成功した花を使ってさらに交配すると、花の色、模様、形にどのような変化がある

のか。 



 

 

 

 

 

 

＜交配した花をさらに交配した２代目の花の色＞ 

① 濃い紫色と交配している組み合わせは、濃い紫色になることが多い。 

② 赤紫色やピンク色も濃い紫色と同じような傾向がある。（データ数が少ないため不確か） 

 →そのため、濃い色の方が優性になるのではないかと考える。 

＜交配した花をさらに交配した２代目の花の模様＞ 

① 模様の入っている花の組み合わせは、模様が入ることが多い。 

② 模様なしが交配の組み合わせに入っていなくても、模様なしになることがある。 

 →そのため、模様を入れたいときは、模様の入っている花を交配に使うといいと考えられる。 

＜交配した花をさらに交配した２代目の花の形＞ 

① 丸咲が入っていると丸咲になることが多い。 

 →そのため、丸咲が優性だと思われる。 

３代目は、データ数が少ないが、検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜交配した花をさらに交配した３代目の花の色＞ 

① 同じ朝顔からとれた種なのに、ちがう色の花が咲いた。 

② 濃い紫やピンク色など濃い色の花が多く咲いた。 

  →濃い色が優性だと考えられる。 

＜交配した花をさらに交配した３代目の花の模様＞ 

① 同じ朝顔のからとれた種なのに、３種類も模様が出た。 

② 爪覆輪と刷毛目の組み合わせでは、今まで出ていない深覆輪が出た。 

＜交配した花をさらに交配した３代目の花の形＞ 

① 丸咲どうしの花では、丸咲になった。 

② 丸咲と多様咲では、乱菊咲が出た。 

 →交配を重ねることで、予想外の形も出てくる。 

 

観察１－３ 私が考える色のきまり 

① ２代目の花では、めしべとおしべの色の混色になることが多い。 

② ２代目の花では、めしべが「濃い紫色」や「ピンク色」の時には、「濃い紫色」や「ピンク色」の色が出

やすい。これらの２色は優性遺伝子かもしれない。 

③ ３代目の花では、めしべやおしべが「濃い紫色」の時は、咲く花が「濃い紫色」のなることが多い。 

④ ３代目の花では、めしべとおしべの混色は減り、様々な色が出てくる。 



⑤ ４代目の花では、めしべやおしべが「濃い紫色」や「赤紫色」の時は、咲く花が「濃い紫色」や「赤紫

色」になることが多い。 

⑥ ４代目の花では、めしべやおしべが「薄紫色」の時は、「薄紫色」は出にくい。 

⑦ 同じ色同士の交配では、同じような色の花が咲く。 

⑧ ちがう色同士の交配では、めしべやおしべに関係ある色が出やすい。 

観察１－４ 私が考えるもようのきまり 

① ２代目の花では、模様なしどうしの組み合わせでは模様が出なかった。４代目まで調べたが、模 

様は出なかった。→模様なしどうしの交配では模様は出ない 

② ２代目の花では、「爪覆輪」や「覆輪」が入っている組み合わせは、模様が必ず出た。→「爪覆輪」 

や「覆輪」が入っている組み合わせでは、２代目では模様が出る。 

③ ３代目の花では、「模様なし」が入っている組み合わせは、「模様なし」になるのが半数以上ある。 

④ ５代目の花では、交配につかった朝顔とは、ちがう模様が出た。 

 

観察１－５ 私が考える形のきまり 

① 丸咲どうしの交配は、丸咲になることが多い。 

② 桔梗咲と丸咲の交配は、多様な形が出る。 

③ 優性な形は、丸咲だと思われる。 

 

観察１のまとめ 

 ３年間、交配をしてきたので、データの数がたりていると思ったが、交配する組み合わせに偏りがあった。 

 色、模様、形できまりを見つけようと試みたが、まだデータの数が足りないので、引き続き、交配を続けた

り、代を重ねていったりしたいと思う。そして、まだできていない交配の組み合わせを意識して行っていくこ

とで、より確実性のあるきまりになると思う。 

 

４ 観察２ 朝顔の花の種に刺激を与えると、どのような変化があるのか。（２０１９年～） 

＜目的＞ 

 種に様々な刺激を与えたが、花の色に変化があったのは、漂白剤だけだった。種を漂白剤につけて漂白し

てから種をまくと、どのような花が咲くのかを調べ、理想の朝顔づくりに役立てることを目的とする。ま

た、なぜか、濃い紫色の花しか漂白されないことが分かっている。 

 

観察２－１ 種を漂白した影響はどの代まで影響するのか。 結果 

 

 

 

 

 

 

 

＜分かったこと＞ 

① あまり色の変化がないものと白い部分が増えたものがあった。 

② １代目、２代目よりも全体的に色が抜けているように見えた。 

③ 真っ白になるほど、色が抜けたものはなく、半分以上色が入っている花が９５％を占めている。 

＜考えたこと＞ 

予想とは違って、色が少し薄くなった。代を重ねることで、さらに色が抜けるかもしれない。漂白剤の影響は

 

花に色が入っている

割合 

写真 全体に占める割合 

色がほとんど入って

いない（１０％以下

色が入っている） 

 ０％ 

色が半分以下入って

いる花。 
 １ 

５÷２１×１００＝５ 

５％ 

色が半分以上入って

いる花 
 ２０ 

２０÷２１×１００＝９５ 

９５％ 



３代目まであった。 

 漂白剤によって、色を作る遺伝子が壊れたのかもしれないとも思った。 

 

観察２－２ 種を漂白する回数が増えると、色がどんどん抜けるのかの、結果 

 

＜分かったこと＞ 

 漂白３回は、７０％以上が白色に近い色になった。 

 漂白回数が増えると、色がどんどん抜けていく。 

 

＜考えたこと＞ 

 漂白４回目では、ほとんどが白色に近くなるのではない かと

予想する。漂白した種とそのままの種を使ってそれぞれ交配に使

ったとき、ちがう結果が出れば、遺伝子に影響が出ていると言え

るのではないかと考える。 

 

観察２－３ 濃い紫色の花以外に色が抜ける色はないか。 

結果 濃い紫色の花以外、変化なし。 

 

観察２－４ 同じような濃い紫色をしているちがう種類の朝顔の花では、色が抜けるのか。結果 

＜分かったこと＞ 

 色の大きな変化は見られなかった。 

＜考えたこと＞ 

 鯉牟田咲色の花だけ色が抜ける理由

が分からない。来年度、じっくりと調べ

てみたい。 

 

５ 観察３ 朝顔を育てる土をアルカ

リ性と酸性に変えると、花の色に変化があるのか。（2020年～） 

＜目的＞ 

 酸性雨だと思われる影響で、花に雨の模様がついた。そこで、直接花びらに様々な溶液をかけたが、色の変

化はあったものの、花びらが傷んでしまった。傷めない方法を考えたところ、アジサイの花は土によって花の

色が変化することを知った。そこで、土をアルカリ性、酸性にして花の色の変化を観察した。今回は、赤アジ

サイの土と青アジサイの土を使った。今回の観察結果を、来年度つくる私が考える理想の朝顔づくりに生かす

ことを目的とする。 

＜結果＞ 

                  ＜分かったこと＞ 

                   大きな変化は見られなかった。 

                  ＜考えたこと＞ 

                   今年は、雨が降ることが多く、上手にアルカリ性や酸性を      

                  保つことができなかった。再度挑戦していく必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

花に色が入っている割合(漂白１回、２回、３回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

花に入っている

色の割合 

 

写真 

全体に占める割合 

漂白１回 漂白２回 漂白３回 

色がほとんど入

っていない花 

 

 

０％ 

 

１１％ 

 

７０％ 

色が半分以下入

っている花 

 

 

５％ 

 

６％ 

 

１０％ 

色が半分以上入

っている花 

 

 

９５％ 

 

８３％ 

 

２０％ 

漂白３回は、７０％が、白色に近い色になった。 

漂白４回では、ほとんどが白色になるのではないかと予想できる。 

❔ 

 

  青アジサイの土 プランターの土 赤アジサイの土 
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６ 観察のまとめ 

観察１ 朝顔の花を交配すると、どんな色、模様、形の花が咲くのか。 

交配６代目までと交配した花に交配した３代目までの観察記録から、きまりを考えた。 

①私が考える花の色のきまり 

 ・こい紫、赤紫、ピンクなど濃い色が優性だと考えられる。淡い色は劣性だと考えられる。 

 ・同じ色同士の交配では、同じような色が咲く。 

②私が考える花の模様のきまり 

 ・模様なし同士の交配は、模様なしになる。 

③私が考える花の形のきまり 

 ・丸咲が優性だと考えられる。 

 ・桔梗咲と交配すると、様々な形ができる。 

 

観察２ 種を漂白するとどのような変化があるか。 

①１度漂白した花の種は、３代目でも影響が残る。 

②漂白回数が増えれば増えるほど、色が抜ける。 

 

観察３ 朝顔育てる土をアルカリ性と酸性に変えると花の色に変化があるのか。 

①ほとんど変化が見られない。 

 

７ 来年度に向けて 

 色を測定するアプリを見つけたので、今までのデータを再検証していきたい。 

  また、理想の朝顔づくりをするために、今までの３つの検証と、食紅を溶かした水で育てる水耕栽培に挑

戦してみたい。黄色い朝顔は咲かせるのは難しいという話があるが、できないかどうかいろいろと試してい

きたいと思います。 

 

水耕栽培 挑戦中 


